
「当目の米」などをＰＲする夢を語る会のメンバー

当目夢を語る会

　当目地区の住民グループ「夢を語る会」のメンバー
は 11 月 11 日から二日間、東京・二子玉川で「能登フェ
ア」を開き、同地区のブランド米「当目の米」など奥
能登の物産品をＰＲしました。
　同会を支援するドラッグストア「ココカラファイン
二子玉川店」前にテントを開設。米の年間購入者を当
目の「特別住民」に認定して、観光案内などの特典を
付ける取り組みも紹介しました。

奥能登の物産を都内でPR

「のとも～るスマイルプロジェクト」　商品お披露目会
能登の素材た～っぷり　美味しい商品できました

熱心に耳を傾け講師からノウハウを学ぶ参加者

お家でトライ  ジビエ料理
家庭向けジビエ料理教室

　聞き書き甲子園実行委員会から「海・川の名人」に
選ばれた干場勝治さんと道重重一さんは 10 月 23 日、
持木町長に名人認定を報告しました。
　鍛冶職人の干場さんは、漁師の意見を聞いて新しい
道具を開発したり、車での移動販売・修理を展開した
りして能登の暮らしを支えています。道重さんは、伝
統漁法「ヤツメウナギのカンコ漁」を受け継ぎ、激減
するヤツメウナギの人工繁殖にも協力しています。

認定を受けた喜びを語る干場さん（右）と道重さん

「海・川の名人」に認定
干場さんと道重さん  町長に喜びの報告

  「宮城全共」の結果  町長に報告
和牛協会県支部と出品者 大鏡餅を持ち上げ両面の出来栄えをいどる

鵜川  いどり祭り

　餅を口々にけなし合い、来年の豊作を願ういどり祭
りが、11 月 7 日鵜川の菅原神社で行われました。「い
どる」とは「けなす ･ 非難する」という意味で、参列
した氏子らは今年の当元である谷屋 ･ 七見両地区の大
小の餅に対してユーモアあふれる悪口を口々に浴びせ
ました。直径 1㍍以上ある大鏡餅が出てくると「破け
そうだ」などと氏子らによる出来栄えの確認に熱が入
り、見物客からも笑いが起こりました。

来年の豊作を祈る
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　鶴町の酪農家・西出宏さんは 10 月 27 日、役場能都
庁舎を訪れ持木町長に、農林水産省などによる今年度
の全国優良経営体表彰で「農林水産省経営局長賞」
を受賞した喜びを語りました。
　西出牧場では、化学肥料や農薬を使わずに育てた牧
草にこだわり、乳牛を飼育しています。質の高い牛乳
を生産し、全国の百貨店や洋菓子店に販路を拡大して
いることが評価されました。

質の高い牛乳を全国へ販売
西出宏さん　酪農優良経営表彰

全国優良経営体表彰を報告する西出さん

　能登ならではの食材を用いた商品開発プロ
ジェクト「のとも～るスマイルプロジェクト」の
新商品が完成し、10 月25 日に役場能都庁舎でお
披露目会が開かれました。町産のブルーベリーや
赤崎いちご、唐辛子を使ったパンケーキとロール
ケーキ、なんば味噌がお目見えしました。
　プロジェクトは能登を元気にすることを目
的に、生産者と製造者、販売者、さらに行政や高
校などが協力し、魅力ある商品を開発する取り
組みで、開発された商品は県内のスーパーなど

で販売されます。これまでに小木の「船
凍イカ」を使った冷凍餃子や炊き込みご
飯のもとなどが開発･ 販売されていま
す。
　商品キャラクターデザインの作成に携
わった能登高校の生徒は「かわいく目を
引くだけでなく、多くの人に情報を伝え、
手に取ってもらえるデザインにするのが
難しかった」と感想を話しました。

　全国和牛登録協会県支部は 10 月 26 日、役場能都庁
舎で、9 月に仙台市で行われた全国和牛能力共進会（宮
城全共）の結果報告会を開きました。
　同共進会への出場枠は能登町が独占し、駒寄正俊さ
んの「こま 5640」は第 2 区で 2 等賞受賞。第 9 区で
は、池崎裕治さんの「明生 188」と能登牧場の「干辰
400」が 1 等賞に入賞しています。藤田繁信支部長と
出品者 3 名は、持木町長に成績を報告しました。

駒寄正俊さんら出品者 3 名は記録写真などで大会を振り返った

商品が地域活性化につながる事を期待しPR する生徒

プロジェクトの取り組みが紹介されたほか、生産者が食材の魅
力を発表した

　11 月3 日瑞穂公民館でイノシシの肉を使ったジビエ
料理教室が開催されました。農業被害をもたらすイノ
シシを食材として消費することで、里山資源の有効活
用などにつながるとされており、今回、料理法を一般家
庭に普及させることを目的に開催されました。
　参加者は、いしかわジビエ利用促進研究会トータル
アドバイザーの點

て ん だ

田賢司講師から活用する際の注意点
や調理のポイントなどを教わりました。
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ニ
ュ
ー
ス

老
人
ク
ラ
ブ
育
成
功
労
者
知
事
表
彰

大
屋
百
合
子
さ
ん
受
賞

　

老
人
ク
ラ
ブ
育
成
功
労
者
知
事
表
彰
を
受

賞
し
た
大
屋
百
合
子
さ
ん
（
宇
出
津
）
11
月

2
日
、持
木
町
長
に
受
賞
を
報
告
し
ま
し
た
。

大
屋
さ
ん
は
「
楽
し
く
務
め
ら
れ
た
の
は
み

な
さ
ん
の
お
か
げ
」
と
話
し
、
会
員
の
支
え

に
よ
り
長
年
務
め
る
こ
と
が
で
き
た
と
振
り

返
り
感
謝
を
述
べ
ま
し
た
。

　

平
成
17
年
3
月
よ
り
能
登
町
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
の
理
事
及
び
女
性
委
員
と
し
て
長
年

役
員
を
務
め
て
お
り
、
積
極
的
に
各
種
事
業

に
参
加
し
、
会
の
活
動
推
進
に
貢
献
し
た
功

績
が
評
価
さ
れ
受
賞
し
ま
し
た
。

受賞の喜びを話す大屋さん

理
由
を
述
べ
、
審
議
の
結
果
、
原
案
の
と

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

■
可
決
さ
れ
た
議
案
：
３
件

・
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
（
平
成
29

　

年
度
能
登
町
新
庁
舎
建
設
工
事（
建
築
））

・
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
（
平
成
29

　

年
度
能
登
町
新
庁
舎
建
設
工
事
（
電
気

　

設
備
））

・
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
（
平
成
29

　

年
度
能
登
町
新
庁
舎
建
設
工
事
（
機
械

　

設
備
））

第 6 回

11 月
　会議

議
会

第
６
回
能
登
町
議
会
11
月
会
議
は
、

11
月
13
日
に
開
会
し
、
１
日
間
と

会
期
を
定
め
、
請
負
契
約
締
結
に
係
る
議

案
３
件
が
上
程
さ
れ
、
持
木
町
長
が
提
案

ニ
ュ
ー
ス

地
域
の
防
災
力
ア
ッ
プ
を
目
指
し

防
災
気
象
講
演
会
開
催

　

町
民
の
防
災
知
識
向
上
を
目
的
に
10
月
21

日
、
役
場
能
都
庁
舎
で
防
災
気
象
講
演
会
が

開
催
さ
れ
、
北
陸
学
院
大
学
社
会
学
科
の
田

中
純
一
教
授
と
裕す
け
が
わ川
淑よ

し
た
か孝
金
沢
地
方
気
象
台

長
が
講
演
し
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
防
災
の
専
門
的
な
知
識
か
ら
素

朴
な
疑
問
ま
で
解
説
。
居
住
地
域
は
ど
う

い
っ
た
場
所
に
位
置
し
て
い
る
の
か
事
前
に

確
認
し
、
自
治
体
の
指
示
の
前
で
あ
っ
て
も

自
主
的
に
判
断
し
避
難
行
動
を
取
る
事
の
重

要
性
や
、
警
報
レ
ベ
ル
の
正
し
い
認
識
な
ど

に
関
す
る
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
災
害
の
多

い
昨
今
、
い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
参
加
者
は

熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

クイズも交えた分かりやすい説明

　

町
と
金
沢
地
方
気
象
台
は
、
住
民
が
自
分

の
判
断
で
適
切
な
避
難
行
動
を
と
る
こ
と
を

目
標
に
、
災
害
や
気
象
情
報
に
関
す
る
普
及

啓
発
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
そ
の
一
環
と
し

て
今
回
講
演
会
が
開
催
し
ま
し
た
。

ニ
ュ
ー
ス

他
者
を
尊
重
し
理
解
す
る

人
権
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
講
演
会それぞれの経験を交え、熱い討論が行われた

　

石
川
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
が
主
催
す

る
人
権
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
人
権
問
題
講
演
会

が
11
月
10
日
、役
場
能
都
庁
舎
で
開
催
さ
れ
、

県
内
各
市
町
の
人
権
擁
護
委
員
や
関
係
者
ら

約
１
５
０
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
4
人
の
教
育
関
係
者

が
、
家
庭
や
地
域
、
学
校
な
ど
で
子
ど
も
た

ち
の
人
権
が
阻
害
さ
れ
な
い
た
め
の
対
策
や

対
応
に
つ
い
て
討
論
。「
国
際
理
解
教
育
」

を
テ
ー
マ
に
行
わ
れ
た
講
演
会
で
は
輪
島
市

の
吉
岡
教
育
長
が
講
師
を
務
め
、国
や
文
化
、

宗
教
な
ど
が
異
な
る
相
手
を
理
解
し
尊
重
で

き
る
教
育
を
行
う
重
要
性
な
ど
を
講
演
さ
れ

ま
し
た
。

ニ
ュ
ー
ス

日
ご
ろ
の
成
果
を
披
露

第
13
回
能
登
町
民
文
化
祭

　

第
13
回
能
登
町
民
文
化
祭
が
11
月
4
日
と

5
日
の
両
日
、
内
浦
運
動
公
園
内
の
各
施
設

を
会
場
に
開
催
さ
れ
、
の
べ
１
，
７
０
０
人

の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
内
浦
体
育
館

で
展
示
さ
れ
た
芸
術
部
門
に
は
約
３
６
０
点

の
出
品
が
あ
り
多
く
の
人
が
鑑
賞
に
訪
れ
ま

し
た
。
芸
能
部
門
で
は
内
浦
第
二
体
育
館
で

26
の
個
人
や
団
体
が
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果

を
披
露
し
ま
し
た
。

見事な作品が並んだ芸術部門

ニ
ュ
ー
ス

新
し
い
連
携
を
考
え
る

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
講
演
会

　

11
月
1
日
役
場
能
都
庁
舎
で
、「
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
講
演
会
」
開
催
さ
れ
、
来
場
者

約
１
０
０
人
が
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
を
探
り

ま
し
た
。

　

も
の
づ
く
り
か
ら
数
多
く
の
新
商
品
を
開

発
し
、
新
し
い
地
域
産
学
連
携
モ
デ
ル
を
生

み
出
し
た
、
東
北
大
学
教
授
の
堀
切
川
一
男

さ
ん
が
講
師
を
務
め「
地
域
産
業
の
発
見
と

活
用
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
し
ま
し
た
。

　

堀
切
川
氏
が
携
わ
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

話
を
聞
い
た
参
加
者
は
、
産
学
官
連
携
に
よ

る
問
題
の
解
決
や
、
身
近
な
素
材
の
活
用
に

ま
ち
づ
く
り
の
新
た
な
可
能
性
を
感
じ
て
い

ま
し
た
。

ニ
ュ
ー
ス

か
け
声
合
わ
せ
綱
を
引
く

ド
ブ
ネ
引
き
入
れ
イ
ベ
ン
ト

　

11
月
４
日
、
真
脇
遺
跡
縄
文
館
横
に
保
管

さ
れ
て
い
た「
能
登
内
浦
の
ド
ブ
ネ
」
を
旧

真
脇
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
建
築
さ
れ
た
収

蔵
庫
へ
の
引
き
入
れ
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
高

倉
地
区
住
民
や
ド
ブ
ネ
を
寄
贈
し
た
波
並
大

敷
網
組
合
関
係
者
な
ど
約
70
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

ド
ブ
ネ
は
波
並
大
敷
網
組
合
が
定
置
網
に

用
い
て
い
た
も
の
で
長
さ
約
14
㍍
、
幅
約
2

㍍
60
セ
ン
チ
に
お
よ
ぶ
大
型
の
も
の
。
引
き

入
れ
後
に
は
、
能
登
は
ひ
と
つ
に
よ
る
舞
や

真
脇
子
供
太
鼓
に
よ
る
力
強
い
太
鼓
が
演
奏

さ
れ
引
き
入
れ
に
華
を
そ
え
ま
し
た
。

　

能
登
内
浦
ド
ブ
ネ
は
伝
統
的
な
木
造
船
の

発
達
過
程
や
当
時
の
漁
村
の
生
業
を
理
解
す

る
う
え
で
貴
重
な
資
料
と
さ
れ
て
お
り
、
国

指
定
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
に
登
録
さ
れ
て

い
ま
す
。

息を合わせ引き入れていく

ニ
ュ
ー
ス

先
人
の
行
動
を
称
え
る

久
田
船
長
碑
前
祭

　

青
函
連
絡
船
の
事
故
の
際
、
船
長
と
し
て

乗
客
や
船
員
の
命
を
守
り
殉
職
し
た
久
田
佐

助
船
長
の
功
績
を
称
え
る
碑
前
祭
が
10
月
27

日
、
鵜
川
の
菅
原
神
社
横
の
久
田
船
長
碑
前

で
行
わ
れ
、
鵜
川
小
学
校
児
童
、
遺
族
、
地

域
住
民
な
ど
約
60
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

久
田
船
長
の
責
任
あ
る
行
動
は
、
唱
歌
と

し
て
語
り
つ
が
れ
て
お
り
、
鵜
川
小
学
校
の

5
年
生
の
松
井
武
留
く
ん
と
鶴
野
莉
奈
さ
ん

が
教
科
書
を
朗
読
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
新
た
に
、
風
景
や
人
の
美
し
さ
や

躍
動
感
を
切
り
取
っ
た
写
真
の
展
示
が
あ

り
、
来
場
者
を
魅
了
し
ま
し
た
。

勇気ある行動に思いをはせる

連携による可能性を語る堀切川さん
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能登高校魅力化プロジェクト・まちなか鳳
ほうすう

雛塾

有名予備校講師が『まちなか鳳雛塾』にやってきた

　この度、大手予備校の講師 森 雄介先生をお迎え

し、高校生に地理の授業を行いました。森先生は

普段塾生たちがタブレットを通じて学習している

先生です。タブレットの動画では、見ている人が

理解しやすいように地理学習のコツをちょっとし

た小技を使って分かりやすく説明されています。

塾生たちは、先生から直接授業を受け、また、そ

の小技を実際にリクエストするなど、『すごくわ

かりやすい』と好評でした。

受講対象者 月 火 水 木 金 土

高校生 16:00 ～ 22:00 9:00～22:00

中学 3 年生
A 17:00～18:30
B 19:30～21:00

※①

A 17:00～18:30
B 19:30～21:00

※①

中学 2 年生
中学 1 年生 ※②  19:30～21:00

小学4～6年生 　※③  16:00 ～ 18:00

※①…2 クラスに分けて実施します。クラスの希望についてはご相談ください。※②…中学 1・2 年生は、㊋～㊎の

うち、　都合の良い 2 日を選択。※③…小学生は㊋・㊌のどちらか。各日とも申込先着 5 人ずつ。

塾までの送迎や食事は、各自で用意してください。

12 月のまちなか鳳雛塾スケジュール

問まちなか鳳雛塾☎ 0768-84-5282
（ひかり電話のため局番が「84」です。）

受付時間　㊊～㊏の 16:00 ～ 22:00

まちなか鳳雛塾には
駐車場がありません

　塾生の保護者や入塾を考えて
いる方は、授業見学随時可能で
す。お気軽にご相談ください。

宇出津
総合病院

ENEOS

宇
出
津

  

小
学
校

コ
ン
セ
ー
ルのと

まちなか
鳳雛塾

役場↓

↑柳田

鳳寿荘↑

https://hosujuku.wixsite.com/machinaka
まちなか鳳雛塾のホームページを開設しました !!

高気圧を体を使って説明する森先生

！ 中学 3 年生については、定員オー
バーのため募集停止しております。

契約金額500 万円以上の入札結果です。
全入札結果は町ホームページに掲載しています。 　問監理課☎62-8504

入札結果
10月15日～11月14日

件　　　　　　名 場所 担当課 契約額（税込） 落札者

平成 29 年度　林道開設事業　林道赤畑線開設工事 当目 農林水産課 20,412,000 円 ㈲渡瀬建設

平成 29 年度　生活バス利用促進対策事業　能登高校
南バス待合所建設工事

宇出津
新港 企画財政課 6,555,600 円 ㈱鼎建設

平成 29 年度　能登町立小間生公民館　建設工事（電
気設備） 小間生 教育委員会

事務局 14,217,120 円 ㈱浅倉電気商会

平成 29 年度　能登町立小間生公民館　建設工事（機
械設備） 小間生 教育委員会

事務局 16,956,000 円 四辻管工業㈱

平成 29 年度　能登町衛生センター改良工事（外構） 藤波 環境対策課 9,234,000 円 ㈱鼎建設

平成 29 年度　町道松波布浦 1 号線　消雪施設機械設
備工事 松波 建設課 26,973,000 円 ㈲能登電業社

平成 29 年度　町道松波布浦 1 号線　消雪施設電気設
備工事 松波 建設課 9,882,000 円 ㈲広田電工

平成 29 年度　町道松波布浦 1 号線　消雪施設配管工
事 松波 建設課 14,623,200 円 ㈱西中建設

平成 29 年度　町道松波布浦 1 号線　消雪施設整備工
事 松波 建設課 12,960,000 円 ㈱西中建設

平成 29 年度　能登町新庁舎建設工事（建築） 宇出津 総務課 2,021,760,000 円
真柄・宮下・鼎
特定建設工事共
同企業体

平成 29 年度　能登町新庁舎建設工事（電気設備） 宇出津 総務課 455,868,00 円
ムラモト・東亜・
鳳珠　特定建設
工事共同企業体

平成 29 年度　能登町新庁舎建設工事（機械設備） 宇出津 総務課 378,000,00 円
菱機・三宅　特
定建設工事共同
企業体

平成 29 年度　社会資本整備総合交付金事業　町道白
丸 2 号線　道路改良工事 白丸 建設課 8,964,000 円 興信工業㈱

平成 29 年度　生活基盤施設耐震化等交付金　水道施
設等耐震化事業　配水管布設替工事（その 10） 鵜川 上下水道課 12,960,000 円 山本鉄工所

平成 29 年度　農村総合整備事業（条件改善型）　日詰
脇地区　暗渠排水工事 柳田 農林水産課 8,510,400 円 北能産業㈱

平成 29 年度　災害復旧事業　4630-9005　用水路災害
復旧工事 宮地 農林水産課 5,313,600 円 ㈲能都左官

平成 29 年度　地方創生道整備推進交付金事業　町道
越坂 6 号線　道路改良工事 越坂 建設課 15,098,400 円 南山工務店

お
知
ら
せ

平
成
30
年
町
消
防
団
出
初
式

日
時　

平
成
30
年
1
月
6
日
㊏
午
前
9
時

場
所　

能
都
体
育
館

※
式
典
終
了
後
に
役
場
前「
い
や
さ
か
広
場
」

で
一
斉
放
水
を
行
い
ま
す
。
勇
壮
な
姿
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

ニ
ュ
ー
ス

園
児
が
注
意
を
呼
び
か
け

防
火
パ
レ
ー
ド

　

11
月
9
日
、
火
災
予
防
を
呼
び
か
け
る
小

木
こ
ど
も
園
の
園
児
ら
に
よ
る
防
火
パ
レ
ー

ド
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

パ
レ
ー
ド
は
秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
の

一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、
園
児
ら
は

「
火
の
用
心
」
と
元
気
い
っ
ぱ
い
の
声
で
防

火
を
呼
び
か
け
な
が
ら
小
木
地
区
を
練
り
歩

き
、
住
民
の
火
災
予
防
意
識
の
向
上
を
図
り

ま
し
た
。

声援を受けながらパレードする園児ら

平成 30 年 新春書初め大会　　　　主催：柳田公民館

日時　平成 30 年 1 月 6 日㊏　受付 9:30 ～

会場　柳田体育館
問柳田公民館☎ 76-0313

　新しい年の初めにみんなで書初めしてみま
せんか。「いきいき書道教室」による書道パ
フォーマンスも開催します

参加対象　能登町内の小学生・中学生
参加費　300 円（大会当日 受付時に納入）
申込方法　学校ごとの申込みとなります。通われて
　　　　　いる各学校までお申し込みください。
申込期限　12 月 15 日㊎
※課題題字、書体、持ち物等大会に関する詳細については役場ホー
ムページまたは柳田公民館までお問い合わせください。

※書道パフォーマンス　9:50 ～

まちなか鳳雛塾では、普段の講義にタブレットを使って、
動画による学習を積極的に取り入れています
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続☆星のささやき

「ふたご座流星群」
　12 月には「ふたご座流星群」が見られます。今年
は月明かりの影響がなく、観察条件は良好です。その
数がピークに達するのは日本時間で 14 日の昼過ぎに
当たるので、13 日の深夜から明け方と、14 日の夜か
ら深夜にかけて夜空を見上げると良いでしょう。
　ふたご座流星群は、夜の早い時間帯から翌朝まで活動
が見られます。冬至の頃で夜の時間も長いため、一晩で
最も多く流れ星が見られる流星群です。流れ星としては
平均的な速さで、夏のペルセウス座流星群に比べると派
手さはありません。
　今後少しずつ軌道がず
れて、100 年後には見ら
れなくなると言われてい
ましたが、近年なお多く
の流れ星を流してくれる
流星群です。一年を締め
くくる天文ショー、お見
逃しなく。

12 月中旬午後 8 時 ふたご座の位置
（ステラナビゲーターで作図）

問星の観察館「満天星」☎ 76-0101
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糞尿によって穴
の空いた天井

満天星へのお誘い

　一緒にふたご座流星群を観察しましょう。
日　時　12 月 13 日㊌ 20:00 ～ 22:00
場　所　星の観察館「満天星」
参加費　無料
その他　定員なし、予約不要（※時間内自由参加）
　　　　雨天曇天中止。暖かい格好でお越しください。

☆ふたご座流星群観望会

　小さなお子様向けの楽しいプラネタリウムです。お
しゃべりもＯＫ。クリスマスのお歌も歌っちゃいま
しょう！！
日　時　12 月 23 日㊏ 14:00 ～ 14:50
場　所　星の観察館「満天星」
参加費　大人 500 円、小中学生 300 円、幼児無料
その他　定員 100 人、予約不要、途中入場不可。

☆クリスマスキッズプラネタリウム

　プラネタリウムの満天の星空の中で音楽を聴いて
癒されましょう。カップルでお越しの方は半額です！
日　時　12 月 23 日㊏ 16:00 ～ 17:00
場　所　星の観察館「満天星」
参加費　大人 500 円、小中学生 300 円、幼児無料
その他　定員 100 人、予約不要、途中入場不可。

☆クリスマスＣＤコンサート in プラネタリウム

申込先・詳しくは問のと海洋ふれあいセンター　☎ 74-1919、FAX74-1920、E-mail：nmci@notomarine.jp
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海洋深層水で土器製塩！
特別企画

海藻･そば 体験

　珪藻土コンロと能登式
製塩土器 ( ミニチュア )
を使い、海洋深層水で塩
づくりをします（藻塩も
選択可能です）。

日時　12 月 3 日㊐　13:30 ～ 15:30
対象　どなたでも可。小学校低学年以下の方は
　　　保護者同伴でお願いします。
定員　50 人（土器 1 個あたり最大 5∼6 人まで）
場所　のと海洋ふれあいセンター
参加費　ウォームシェア期間につき無料
入館料　200 円（高校生以上の方）が必要です

　冬から春にかけて生長する海藻を観察し、
クリスマスカードをつくります。そして能登
少年自然の家でクリスマス会とそば打ち体験
を行います。

日程　12 月 9 日㊏ 13:30 ～ 10 日㊐ 13:30
対象　どなたでも可。小学校低学年以下の方は
　　　保護者同伴でお願いします。
定員　20 人
場所　集合：のと海洋ふれあいセンター
　　　宿泊 ･ 解散：能登少年自然の家
参加費　1 泊 2 日 3 食付 1 人 1,910 円（添い寝・
　　　　食事なしの幼児は不要）
　　　　※日帰り参加も可能。ご相談ください。
申込み　要。12 月 2 日まで
その他　持ち物、日程等詳細はお問い合わせ下さい。

珪藻土コンロ

一泊二日のわくわく体験☆


